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1 ．本研究の R的 、 位置 づけ

　本発表は、P 女子 少年院で 実施 した調査か ら、

非行少 年の 「変容」 が どの よ うに教官や少年 の

閥で解釈され て い る の か につ い て 明 らかにする

もの で ある 。

　少年院における少年の 「変容」 とは 、教官や

少年に とっ て 日常的な営み で あ り 、 自明なもの

で ある。 それゆえ、日々 生 じて い る非行少年の

「変化」 は捉 えづ らく、 十分に書語化で きて い

ない 。し か し 、「更生 」 の 観 点か ら 「少年の 変容」

へ の 関心は 高い
。 た とえば、大川他 （2000 、2001 ）

が在院少年に実施 し た ア ン ケー ト調査 に よれ ば、

少年の 「変容」 は 、 1共感性」 「社会的ス キ ル 」

「職業 レデ ィネス 」「自尊感情」の 尺 度にお い て

みい だす こ とが で きる 。 これ らの 尺度にお ける

少 年の 変容は、魚住 （2003）や品川 （2005 ）も

報告 して い る。

　 こ の よ うな先行研 究は 、 少年院で の 教育が少

年の どの よ うな行為や考 え方 を変 えた の か を明

らか に し て い る 。

一方で 、教 官や少年 自身が何

を 咬 容」 と して捉 え 、 解釈 して い る の かに っ

い て は 十分 に検証で きて い な い 。そ こ で 本発 表
』

は、「少 年 の 何が変わ っ た の か 」 で はな く、「ど

の よ うに して変 わ っ た とみな されて い くの か 」

に焦点 をあ て て 分析す る 。

　 本発表 の 目的は 以 下 の とお りで あ る。まず 、

　（1）「変容 1 に つ い て の 教 官と少年 の 語 りか ら、

それ ぞれ の 「少年 の 『変容』」 に対 す る解釈の視

点を整理 し、（2＞解釈に対す る視点の 「ズ レ」が、

少年の 「（望 ま しい ）変容 1 との 関連で 、どの よ

うに活用 されて い る の か を明 らかにす る。

　 こ うした少年の 「変容」 を め ぐる解釈は 、面

接 を始め と した個別 指導や 、 院内の様 々 な教官

と少年の 相互行為 か ら分析で きる。 本発表で は、

授業などの集団指導場面に限定し 、 教官 と少年

だけでは な く、 少年 と少年の 関係にお け る 咬

容」 につ い て 検討 し て い きたい 。 以上 の ような

問題 関心 は 、 学校教育にお け る教師
一
生徒関係

や 授業の 場面 に も適応 で きる もの で あろ う。

2 ．調査概要

（1）施設の概要

　本研究の フ ィ
ール ドで ある P 女子少 年院は 、

ある地方都市に立 地 し、初等、中等、特別の 3

種を併設 して い る 。 在院期間は短 くて 5 か月程

度 （一般短期処遇）、最長で 2 年程度 く長期処

遇）で あ り、 11 か月程度が最 も多い 。 職員 は約

30 名で、少年 の 処遇 を直接担 当す る教育部門 と、

庶務課 ， 医務課 に分かれ る。男女比 はお よそ 1 ：

4 で あ り 、 教育部門 の 職員は大 部分が女性で あ

る 。施設 は 周辺 か ら隔絶 され て はお らず、外部

か ら一
見 した とこ ろ閉鎖的な施設 の よ うには 見

えない 。名称 も 「少 年院 」 とは名 乗 っ てお らず、

学校の よ うな名称で あ る 。
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（2）方法

　調査 は 、 法務省矯正 局 の 協力 を得て 、 2006

年 11 月 か ら実施 して い る 。 その 内容 は、集団

指導場面 、個別指導場面 の 観察 （ビデオ撮影 と

録 音を含む ）、寮にお ける 日常生活場面の 観察

（一部ビ デオ撮影を含む ）、少 年及び 教官 へ の イ

ン タビ ュ
ー、文書資料 の 閲覧 、 行事の 参観な ど

で ある。

3 ．教官に よる 「変容」 の解釈

　本節で は、教官が少年 の さま ざま な 「変化」

を ど の よ うな視点か らとらえて い る の かをカテ

ゴ リ
ー化 し、それ らが どの よ うな働 きか けや関

係性の 構築を経て 「変容」 とみ な され て い くの

か を明 らか にする 。

（1）教 官の視点

　教官は少年 の 「変容」 を全 く異 なっ た二 っ の

レ ベ ル か らみて い る 。 そ の レ ベ ル とは 、   制度

的 レ ベ ル   栢 互作用 レ ベ ル で ある。  で は、少

年 の 「変容」 を少年院の 特徴 ・特性 （収容期間、

規模、人数、少年の 年齢、教官の 勤務年数）や

そ こで用 い られ るカ テ ゴ リ
ー

（少年の 級、成績）

を参照 しっ っ とらえる の に対 し、  で は 目常的

な相互 作用 （少年 の 身体 、 姿勢、表情 、言語表

現、思考、内省） を通 じて把握 して い る 。 制度

的な レ ベ ル で は、少年の 「変容」 を制度上 の 利

点と制約の 観点か ら語 る 。

一
方で 、 相互作用の

レベ ル で は少年の 「変容」 を入 院以前 （過去）

か ら出院後 （未来）の 時間軸で とら え、時聞の

推移 に ともない 「変容」 に肯定的な意味づ けを

付与す る。

　 しか し、教官 の 語 りか らみ えて く る 「変容」

とは、あ る
一

定の 確立 した意味内容 を指 し て は

お らず 、語 られ る場面や時間軸に よ っ てそ の 意

味内容は異 なっ て い る。そ れ ゆ え、少 年 の 「変

容」は 、 多く の 場合、 外 的 レ ベ ル （身体 、 態度 、

行為）か ら内的 レ ベ ル （考え方、内省）、そ し て 、

更生 へ と移行す る もの と し て 語 られ る。 し か し

そ の 移行 は
一

通 りで は なく、内的か ら外 的 レ ベ

ル への 移行 と して と らえ られ る場 合 もあ る 。 ま

た 、少年院内で の 少年 の 「変容」 は肯定的に と

らえられ る傾向が ある
一

方、「更生」 は、「難 し

さ」 「葛藤」 とい っ た言葉で 、 困難 を ともな うも

の とし て語 られて い る 。

（2） 「変容jへ 向けて の 慟きかけ

　 「変容」 に対す る教官の 視点は 、 少年 の た め

の 教育の 基盤 をな し て い る。教官は、日常生活

の い た る と こ ろで少年に集団的／個別的な働 き

かけを行 っ て い る。働 きか けは、直接的なも の

（規範や規律 の修正 ・誘導、親子 関係 の 修復、

考 え方の 指導 、 家族的な役割演技 など〉だけで

はな く、間接 的なもの （教官の 生活態度の提示 、

出隲後の 準備 ・整 備）にま で 至 り、教官同士 、

少年同士 、 少年と教 啓の 関係性を常に変動 させ 、

そこ に さま ざまな意 味づ けが な されて い く。 こ

の よ うに 、 少年の 「変容」 と は 、教官の さま ざ

まな意味づ け を とお して理 解し うるもの で あ る 。

特に 、 教官の 働きかけは、教官が期待す る少年

の 「変容」 の あ り方を示す もの で あ り、 相互 作

用に お い て葛藤や困難を生 じ させ なが らも、 少

年を 「（望ま しい ）変容」 へ と修正 ・誘導するも

の で あ っ た。

（3） 「変化』 ／ 「変容」 ／ 「更生」

　少年の さまざま な 「変化」 は 、教 官が望 まし

い と見なす こ とで は じめて 「変容］ と して 理解

され る 。 そ し て、最終的 に 目指 され て い る 哽

生 」 もま た 咬 容」 と同意で はない 。
「更生」 の

中身は 、社会的な要請や 関心 に よ っ て 変動 し 、

捉 え づ らい もの で あ る 。 し か し、社会的に構築

され る 「更生」 像が矯正教育に与 える影響は大

きい e 「変容」 イ コ
ー

ル 「更生 」 とい っ た単純な

図式で 語 る こ とは で きず、「変容」 と 哽 生」 の

問 を うめ て い くこ との 難 し さが語 られて い る 。

4 ．少年に よ る 「変容」 の 解釈

　本節で は 、少年力泊 ら語 る 咬 容ユ に 対 する

解釈 の 視点を明 らか に し、集団 （少 年同 士 の 関

係〉 にお ける 「変容 」 を、授 業を 中心 とす る集

団指導場面の観察か ら検討す る 。
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（1）自己 の 「変容」をめぐる語り

　少年は 自己 の 「変容」 を、入院以前／直後の

「否定的な経験」 （「〜がで きなか っ た ］）か ら環

在の 「肯定的な経験」 （「〜が で きるよ うにな っ

た J）へ む けて語 る 。
「起 点」（杉原 20e7 ：44−45）

とい う概念を用い れば、少年が 自ら語 る 「変容」

は 、 過去 を起点 と した もの で ある とい える。ま

た 、 それ は主に 、   日々 の 習慣や行動、周囲 と

の 関係な どの 外的変化 、   物事や関係性に対す

る解釈／考え方な どの 内的変化 、とい う二 つ の

視点か ら解釈 されて い る 。
つ ま り、少年が 自ら

語 る 「変容」 は 、「外的／内的変化 ］ を中心 に構

成され る とい える 。

　 さらに、少年 は 自己 の 「変容 」 を 「変化の き

っ か け」 との 関連か ら語 る 。 それは主に 、教官

と の 関係 （成績評価、 考え方の 相違）、 少年同士

の 関係 （過去 の 自分や閙題 を投影する存在 、 同

じ経験 をもつ 他者 へ φ共感／同調）、〈 外 〉 との

連続陸 （家族 、 友人 関係の 回復 ・改善）をめ ぐ

っ て 語 られ る 。

　 こ れ ら三 つ の 観 点 の 中で 、教官 との 関係や く

外 〉 と の連続 性は 、少年 の 「（望ま し い ）変容」

にむ けて 、 意図的な働きか け に用 い られ るもの

で ある。一方、少年 同士 の 関わ りは厳 しく制 限

され て お り、お互 い がそれ ぞれ の 「変容」 の た

めに、意図的 に働 きかけるこ とはあま りない
。

しか し 、 少年が語 る 「変容」 は 、 寮生 活や授業

な ど集団の 揚面で の 少 年同 士 の 関わ りカミ 咬 化

の き っ か け．1 とし て 、しぼ しば語 られ て い る 。

　 以下 で は 、 少 年同 士 の 関係 と 「変容」 の 関係

を焦点化 し、少年 ぶ語る 「変容」 の 特徴 と限界

を明 らか にす る。

（2）少年同 士 の 関係 と『変容」
一授業 にお ける相

互行為一

　少 年同 士 の 関係 と 「変容」 に っ い て 、 イ ン タ

ビ ュ
ーで は 、   他 の 少 年 の ふ るま い （主に寮生

活 ）、  他 の 少年 の 発言 （主 に授 業）、が 自己 の

「変容」 に及 ぼす影響 とい う点か ら語 られて い

るが 、本発表で は   に焦点化 し、授業 を 中心 と

し た集団指導場 面 （問題 群別指 導、寮 集会 、
一

般教養 な ど）を例 に分析を行 っ た 。

　授業場面の 分析か らは、少年が他の 少年の 意

見や考え方 を参照 し、それに対 して 「同調 し

て い く様子 が うか が えた 。 さらに 、 こ うした 「同

調」の 過程 で は 、少年 同士で 「（望ま しい ）変容」

を模索 して お り、ある少年の 提示 した意見に別

の 少年たちが 少 しずつ 修正 を くわ えて い く様子

が見 られた。

　 少年 同± の 闘係 におい て 、「他 の 少年の 考 え方

を知 る」（少年イ ン タ ビ ＝・
V 一

よ り）こ とが 自己 を

振 り返 り、考 え方やふ るまい に 様 々 な変化 を及

ぼす と考え られ る 。 し か し、それ に よ っ て 生 じ

る少年の 「変化」 の すべ てが 「（望ま しい ）変容」

に連続 するもの で は ない 。揚合に よっ て は 、少

年同 士 の 職 調 1 は 、 負 の 教育効果 を生 じ ck せ

る ごとにもつ なが るか らだ。っ ま り、それが 「（望

ま しい 〉変容」 と解釈 され るた めには 、 他者 に

よる価値づ けが なくては な らず 、（1）で検討 し

た少年 に よる 「変容」 の 語 りは、
“
望ましい ／望

ま しくな い
”

を少 年 自身が判断す る の が 困難で

あ る とい う点で 、（自ら語 る 「変容」で は あるが）

更生 へ 連続す る とは い い がた い 。 こ こ に、少 年

に よる 「変容」 の 語 りの 限界が指摘で きる。

（3）『望ましい変容 」へ の価値づ け

　授業場面 の観察か ら、少年は、他者の 意見や

発言に対する 「同調」 （他 の 少 年を参照す る）を

f変容」 との 関連で 解釈すると指摘 で きるが 、

すで に述 べ た よ う．に 、 こ うした少年が 自ら語 る

「変容」 は、更生 へ つ なが る 「望ま しい 変容亅

と必 ず しも
一
致す る もの で は ない

。 そ の 理 窃と

し て 次の 二 つ をあげる こ とが で き る 。   少年に

よ る 「変容」 の 物語が もつ 時間軸の 問題、  「望

ま し い 変容」 の 解釈に他者 （＝ 教官） の 価値づ

け が必要 で あ る とい う問題、で あ る。多 くの 少

年 は 、 自らの 1変容」 （外的／内的変化）に つ い

て 「過去 」 を起点 と し て 語 るが、時間軸が過去

か ら現在 へ と固定 され て い るた め 、 将来的な 更

生に どの よ うな意味を もつ か、とい う 「未来 亅

か らの 解釈が 困難 に な りやすい 。また 、少年同

士 の 関係 で は 、授業 をは じ め と した集 団 の 場 を
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中心 に 、他 の 少年 の 意見や考 え方カミ参照 され る

な ど、「変容」 に対 して相互 に影響 しあ うが、少

年 同士 で模索する 「変容」 は、必ず しも 「望ま

しい 変容」に は至 らない 。 こ の とき 、 それ を 「望

ま しい 変容」 へ と導 く他者 、
つ ま り教官 の 価値

づ けが重要 になる と考 えられ る。教官は 、
一

つ

の 場面 に同時 に生 起する様 々 な変化か ら、「望ま

しい 変容」 の みを 、 それ として価値づ ける よ う

な働きか けを行っ て い る とい えるだろ う。

5 ．考察

　本発表で設定 した問い に対す る答 えは、以下

の よ うに整 理す るこ とが で きる 。 （1）教官と少

年の 「少年の 『変容』』 に対す る解釈 の 視 点は 、

  「変容」を外的／内的変化に よ っ て とらえる、

  過去を起点 とした （終点は異なるが）時間軸

上 に位置づ けて語 る、  他者 との 関係の なか に

位 置づ ける 、 などの 点で 共通 して い る。 ま た、

（2）解釈 に対する視点は 、 主に語 りの 時問軸を

どの よ うに設定するか で 「ズ レ 」が生 じてお り、

そ の 「ズ レ 亅 が 「（望 ま しい ）変容」 へ む けた働

きか けに 活用 されて い る こ とが 明 らか に な っ た
。

っ ま り 、
「過 去 」 か ら 「現在」 とい う時間軸上 に

構成 された少年 の 「変容」 をめ ぐる語 りは 、出

院後 （「未来」）を視羇に入れた教官の 働きか け

に よっ て 、
「（望ま し い ）変容 2 として再 構成 さ

れ るとい え る 。

　 24 時 間拘禁状態 にあ っ ては 、少 年の 外 的／内

的変化 は常に生 じて お り、少年はその r変化］

を 自らの 「変容」 と して語る 。 しか し 、 すで に

述 べ た よ うに 、少年の 語 る 自らの 「変容 （外 的

／内的変化）」 や、少年同士 で模索す る 「変容」

は 、必ず しも 「望ま しい 変容」 と し て 構成 され

る も の では ない 。そ の た め 、少年 に生 じる様 々

な 咬 化」 が 「望 ま しい 変容」 と して 語 られ る

ため に は 、教官に よる 「望ま し い 変容ユ へ の 修

正 ・誘 導 とい う働 きか けが不可 欠で ある。集 団

指導場面にお い て は 、
こ れ が少 年 の 発話 に対す

る 噺 値づ け 」 とい う方法 で 行 われ て い る こ と

が明 らか にな っ た 。

　 教官が行 うこ の よ うな価値 づ けは 、3   で 示

し た よ うな 、制度的 レ ベ ル （収容期 間、少年院

の 規模、収容人数、少年の 年齢、教官の 勤務年

数、ある い は少年 の教育過程） に影響 される と

推測 で きる 。 本発表で は 、 教官 と少 年そ れぞれ

に よる 「変容」 の 解釈の 視点 と、少年同士 の 関

係に おける 「変容」を考察す るに と どまっ た が、

こ の 検討 につ い て は今後 の 課題 と した い
。
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